
Press Release 
 

 

2026 年 7 月 22 日 
各 位 
 
 

富士製薬工業、FRONTEO 主催「AI Innovation Forum 2026」に登壇 
―女性医療領域における創薬シーズ評価と AI 活用の取り組みを紹介― 

 
 
富士製薬工業株式会社（本社：東京都千代田区、以下「当社」）は、2026年7月23日（木）に株式会社

FRONTEOが開催する「FRONTEO AI Innovation Forum 2026」において、研究開発本部 ドラッグ

ディスカバリーグループ プロジェクトマネジメント課長の清水隆弘が登壇することをお知らせいたします。 
 
本イベントは、今回で8回目を迎えるFRONTEO主催のカンファレンスであり、AI創薬支援ソリュー

ション「Drug Discovery AI Factory（DDAIF）」の導入企業が、創薬プロセスの革新に向けた取り組み

や成果、活用事例について紹介します。 
 
当社はSession2において、「創薬シーズ評価におけるDDAIF活用｜女性医療創薬シーズ評価への

挑戦」をテーマに講演を行います。講演では、女性医療領域における創薬研究の可能性を広げるため、

AI創薬支援プラットフォームの活用を通じた創薬シーズ評価への取り組みや、今後の展望についてご

紹介します。 
 
当社は今後も、パートナー企業との共創や先端技術の活用を通じて研究開発を加速し、女性医療領

域における新たな価値の創出と、患者さんの健康およびQOL向上に貢献してまいります。 
 
 
■登壇概要 
イベント名 FRONTEO AI Innovation Forum 2026 
開催日時 2026年7月23日（木） セミナー15:00~18:00 

※当社セッション：15:55~16:20 
開催形式 ハイブリッド形式（会場・オンライン） 
会場 日本橋ライフサイエンスハブ 

 （東京都中央区日本橋室町1-5-5 COREDO室町3 8F） 
当社登壇者 富士製薬工業株式会社 

研究開発本部 ドラッグディスカバリーグループ 
プロジェクトマネジメント課 課長  清水 隆弘 

講演タイトル 「創薬シーズ評価におけるDDAIF活用｜女性医療創薬シーズ評価への挑戦」 
 
 
 
 

【本件に関するお問い合わせ】 
経営戦略本部 経営企画部 コーポレートコミュニケーション課 
E-mail：fsks@fujipharma.jp 
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